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19 ガラス施工

ガラスの精巧な切断と加工技術の『競演』
建築用板ガラスは江戸時代から使われるようになりました。現在、ガラスの使用は建築

物の外壁部に使用されている窓ガラスが一般的ですが、内装材としての使用割合も近

年増加しています。厚型化、大型化の傾向も強まってきています。断熱性、遮音性の高い

高機能ガラスも最近の「省エネルギー」の風潮と相まって注目されています。

競技概要

第30回 競技課題

板ガラスとカラーガラスを用いて、戸建住宅に見立てた「家形」

を制作することにより、ガラスの持っている特性（強度・装飾性

等）を表現します。切断技術（曲線切断）と小口加工技術、組立装

着技能を難易度の高いところにおいた課題としています。

吸盤
ガラスに吸着させて
持ち上げる道具

ガラス切断用
カッター

まめかな
ガラスに穴をあける際に
使用する先がとがったハンマー

20 貴金属装身具

宝石の美しさを精緻な技巧が彩る
貴金属装身具は、一般的にジュエリ一と称され、デザインを基に金、プラチナ、銀などの貴金属材料

を加工し、貴石・真珠等を用いてブローチ、ペンダント、イヤリング、指輪等の装身具を製作したも

のをいいます。経験により培われた技能と、製作者各々の感性により表現されたジュエリーは、長

い歴史の中で時代と民族を問わず、多くの人々が創意工夫を凝らして受け継がれてきたものです。

競技概要 競技時間 9時間（1日目7時間／2日目2時間）

第30回 競技課題

18金地金を使用してペンダントを作成する

支給された18金の材料を使用し、課題図に示された作品を製作しま

す。製作工程は選手各々違いますが、課題図に沿ったパーツを材料か

ら切り出し、曲げ、成形及びろう付等の作業を行い組み立てていきま

す。今回の課題はシンメトリーに羽が広がり、中央に3個の石をセット

して装身具として美しさを際立たせるデザインにしました。装身具を

製作するのに、すべての技巧を取り入れた課題内容となっておリます。

❶ 装身具として美しく、バランス良く組み立てる。

❷ 限られた支給材から、正確に材料取りをして、課題

　  図に示されたように立体的に表現し具現化する。

❸ 課題図の指定寸法は全て許容差内で仕上げる。

❹ 競技時間9時間内で全ての工程を終える。

課題に対する取組みの姿勢、段取り、作業手順を基礎

にして、切断精度、加工精度、シーリング精度等を厳守

した課題を作成。完成品にバランスある装飾美を演出

することを求めています。

ヤスリ
金属を削る道具

ルーペ
細かい作業のときに
大きく表示する道具

糸のこ
金属を切る道具
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競技時間 7時間（1日）
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